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【中学中間・期末試験問題集(過去問)：数学 2年】 Home [http://www.fdtext.com/dat/ ] 

【】試験問題 G 

□1  次の問題に答えなさい。 

(1) 次の式から単項式と多項式を選び，番号で答えなさい。 

① yx 53 −   ② x5−   ③ ab
3
2
  ④ 6   ⑤ 123 +− nm  

(2) 次の多項式の項をすべていいなさい。また， yx, の係数をそれぞれいいなさい。 

  5
3

+− yx
 

(3) 次の式は何次式かをいいなさい。 

  253 2 −+− xx  
[解答欄] 

(1)  

(2)  (3)  

[解答](1) 単項式：②，③，④ 多項式：①，⑤  (2) 項： 5,,
3

yx
−  xの係数

3
1

 

yの係数： 1−   (3) 2次式 

[解説] 

(1) 数と文字をかけ合わせた形(積の形)の式を単項式という。xのような 1つの文字や4の
ような 1 つの数も単項式という。②，③，④は単項式。単項式の和の形で表された式を多

項式という。①，⑤は多項式 

(2) ( ) 5
3

5
3

+−+=+− yxyx
 和でつながっている 3つの単項式 5,,

3
yx

− が項 

xx
×=

3
1

3
なので xの係数は

3
1
， yy ×−=− 1 なので yの係数は 1−  

(3) 253 2 −+− xx は，
23x− (2次)， x5 (1次)， 2− (0次) の 3つの項からなる多項式で，

最大の次数は 2次なので 2次式。 
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□2  次の計算をしなさい。 

(1) yxyx 364 −+−  (2) xxxx 4322 22 −+−+  

(3) ( ) ( )baba 3442 −++  (4) ( ) ( )yxyx 473 +−−  

(5) ( ) ( )baba 4253 +−+−  (6) ( ) ( )baba 235 −−−−  

(7) ( ) ( )yxyx 234423 −+−  (8) ( ) ( )baba −−− 22235  

(9) 





 +− yxx

3
2

3
1

2
1

 (10) aa 42 ×−  

(11) ( )24y−  (12) ( )2x−−  

(13) xyyx 36 2 ÷  (14) aa
5
2

5
6 2 ÷−  

(15) ( ) baa 342 ××−  (16) aabba 4832 2 ÷÷  

(17) ( ) yxxy 2318 ÷−÷  (18) 
10

5
6
3 yxyx +

−
+

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  (8)  (9)  

(10)  (11)  (12)  

(13)  (14)  (15)  

(16)  (17)  (18)  

[解答](1) yx 95 −  (2) 224 2 −− xx  (3) ba +6  (4) yx 112 −  (5) ba −  

(6) ba −6  (7) yx 2018 −  (8) ba 811 −  (9) yx
3
2

6
1

−  (10) 28a−  (11) 216y  

(12) 2x−  (13) x2  (14) a3−  (15) ba224−  (16) 1 (17) 3−  (18) 
15
x

 

[解説] 

(1) yxyyxxyxyx 95364364 −=−−+=−+−  

(2) 22424234322 22222 −−=−−++=−+−+ xxxxxxxxxx  
(3) ( ) ( ) babbaababababa +=−++=−++=−++ 6344234423442  
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(4) ( ) ( ) yxyyxxyxyxyxyx 112473473473 −=−−−=−−−=+−−  

(5) ( ) ( ) babbaababababa −=+−−=+−−=+−+− 452342534253  

(6) ( ) ( ) babbaababababa −=+−+=++−=−−−− 6235235235  

(7) ( ) ( ) yxyyxxyxyxyxyx 2018812126812126234423 −=−−+=−+−=−+−  

(8) ( ) ( ) babbaababababa 81121041524101522235 −=+−−=+−−=−−−  

(9) yxyxxyxxyxx
3
2

6
1

3
2

6
2

6
3

3
2

3
1

2
1

3
2

3
1

2
1

−=−−=−−=





 +−  

(10) 28424242 aaaaaaa −=×××−=×××−=×−  

(11) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 22 1644444 yyyyyy =×−××−=−×−=−  

(12) ( ) ( ) ( ) ( ) 22 1 xxxx −=−×−×−=−−  

(13) x
yx

yxx
xy

yx
xy

yxxyyx 2
3

6
3
6

3
1636

2
22 =

××
×××

==×=÷  

(14) a
a

a
a

aaaaa 3
25

56
2
5

5
6

5
2

5
6

5
2

5
6 222

2 −=
×

×−
=×

−
=÷

−
=÷−  

(15) ( ) ( ) ( ) babaabaabaa 224342342342 −=×××××−=×××××−=××−  

(16) 1
48

32
48

32
4
1

8
1324832

2
22 =

××××
×××

=
×

=××=÷÷
aba

baa
aab

ba
aab

baaabba  

(17) ( ) 3
23

18
23

18
2
1

3
1182318 −=

×××−
××

=
×−

=×
−

×=÷−÷
yx

yx
yx

xy
yx

xyyxxy  

(18) 
( ) ( ) ( ) ( )

30
5335

310
35

56
53

10
5

6
3 yxyxyxyxyxyx +−+

=
×

×+
−

×
×+

=
+

−
+

 

  ＝
1530

2
30

153155 xxyxyx
==

−−+
 

 

□3  次の等式を xについて解きなさい。 

(1) 5=+ yx  (2) 53 =− yx  

(3) 42 =+− yx  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  
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[解答](1) 5+−= yx  (2) 
3

5+
=

yx  (3) 
2

4−
=

yx  

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 
(1) 5=+ yx ， yを右辺に移項して， 5+−= yx  

(2) 53 =− yx ， y− を右辺に移項して 53 += yx ，両辺を3で割ると，
3

5+
=

yx  

(3) 42 =+− yx ， yを右辺に移項して 42 +−=− yx ，両辺を 2− でわると， 

2
4

−
+−

=
yx ，分母と分子に 1− をかけて，

2
4−

=
yx  

 

□4  2つの奇数の和が偶数になるわけを，文字を使って説明しなさい。 

[解答欄] 

 

 

 

 

[解答] 

2つの奇数を， 12,12 ++ nm とおく。ただし， nm, は整数とする。 

( ) ( ) ( )122221212 ++=++=+++ mnnmnm  

nm, は整数なので， 1++mn も整数で， ( )12 ++ nm は 2の倍数になる。 

よって，2つの奇数の和は偶数になる。 

[解説] 

・例えば，偶数については 428,326 ×=×= のように 2×(整数)と表すことができる。

奇数については， 142189,132167 +×=+=+×=+= のように2×(整数)＋1と表す

ことができる。一般に，整数 nを使って，偶数は n2 ，奇数は 12 +n と表すことができる。 
・ある式が偶数になることを証明するためには，2×(整式)の形に変形すればよい。 

例) ( )1322123222264 ++=×+×+×=++ mnmnmn  
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□5  連立方程式(1)，(2)を次のようにして解いた。ア～ケの空欄をうめなさい。また，(1)，

(2)の解き方の名称を書きなさい。 

(1) 




=+

−=

･･･②

･･･①

623
7

yx
xy

 

①を②に代入すると 

( ) 623 =+ アx  

( ) 6143 =−+ イx  

( )ウ=x5 ， ( )エ=x  

( )エ=x を①に代入して， ( ) 7−= エy 。∴ ( )オ=y  

( ) ( )オエ,, =yx  

 

(2) 




=+

=−

･･･②

･･･①

52
63

yx
yx

 

①×2より， ( ) 126 =− yxカ ･･･①’ 

①’－②より， ( ) 7=yキ  ( )ク=y  

( )ク=y を①に代入すると 

( ) 63 =×− クx   

( )ケ=x  

( ) ( )クケ,, =yx  

[解答欄] 

ア  イ  ウ  

エ  オ  (2)カ  

キ  ク  ケ  

コ  (1)の解き方  (2)の解き方  

[解答]ア 7−x  イ x2  ウ 20  エ 4  オ 3−  カ 2  キ 7−  ク 1−  ケ 3  

(1)の解き方：代入法，(2)の解き方：加減法 
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□6  次の連立方程式を解きなさい。 

(1) 




=+
−=

523
12

xy
yx

 (2) 




=+
=+

102
144

yx
yx

 

 

(3) 




=−
−=+
5

1
yx
yx

 (4) 




−=+
=+

1345
23

yx
yx

 

 

(5) 




=+
−=+
127

534
yx
yx

 (6) 
( )





+−=−

=+

8322

1
2
1

3
2

yyx

yx
 

[解答欄] 

(1) 




=
=

y
x

 (2) 




=
=

y
x

 (3) 




=
=

y
x

 

(4) 




=
=

y
x

 (5) 




=
=

y
x

 (6) 




=
=

y
x

 

[解答](1)




=
=

1
1

y
x
 (2)





=
=

6
2

y
x
 (3)





−=
=

3
2

y
x
 (4)





−=
=

7
3

y
x
 (5)





−=
=

3
1

y
x
 (6)





−=
=

2
3

y
x

 

[解説] 

(1) 




=+

−=

･･･②

･･･①

523
12

xy
yx

 

代入法で解く。( ～～ == xy , という式があるときは代入法が計算しやすい) 

①の xを②の xに代入すると， 

( ) 1,77,5243,51223 ===−+=−+ yyyyyy  

1=y を①に代入すると， 1112 =−×=x  

よって 1,1 == yx  
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(2) 




=+

=+

･･･②

･･･①

102
144

yx
yx

 

加減法で解く(代入法も可)。 yを消去するために①－② 

42

102)
144

=

=+−
=+

x

yx
yx
 ゆえに 224 =÷=x  

2=x を②に代入すると， 6,104,1022 ==+=+× yyy  

よって 6,2 == yx  

 

(3) 




=−

−=+

･･･②

･･･①

5
1

yx
yx

 

加減法で解く(代入法も可)。 yを消去するために①＋② 

42

5)
1

=

=−+
−=+

x

yx
yx
 ゆえに 224 =÷=x  

2=x を①に代入すると， 3,12 −=−=+ yy  

よって 3,2 −== yx  

 

(4) 




−=+

=+

･･･②

･･･①

1345
23

yx
yx

 

加減法で解く(代入法も可)。 yの係数の絶対値を4にあわせるために①×4  





−=+

=+

･･･②

･･･①’

1345
8412

yx
yx

 

yを消去するために①’－② 

217

1345)
8412

=

−=+−
=+

x

yx
yx

 ゆえに 3721 =÷=x  

3=x を①に代入すると， 7,29,233 −==+=+× yyy  

よって 7,3 −== yx  
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(5) 




=+

−=+

･･･②

･･･①

127
534

yx
yx

 

加減法で解く(代入法は不適当)。 yの係数の絶対値を6にそろえるために①×2，②×3  





=+

−=+

･･･②’

･･･①’

3621
1068

yx
yx

 

yを消去するために①’－②’ 

1313

3621)
1068

−=−

=+−
−=+

x

yx
yx

 ゆえに ( ) ( ) 11313 =−÷−=x  

1=x を②に代入すると， 3,62,127,1217 −=−==+=+× yyyy  

よって 3,1 −== yx  

 

(6) 
( )





+−=−

=+

･･･②

･･･①

8322

1
2
1

3
2

yyx

yx
 

係数に分数があるものは分母を払い，( )があるものは( )を展開して式を整理する。 

①の両辺に6をかけて分母を払うと， 634,616
2
16

3
2

=+×=×+× yxyx ･･･①’ 

②より， 82,8342 =−=+− yxyyx ･･･②’ 





=−

=+

･･･②’

･･･①’

82
634

yx
yx

 

加減法で解く(代入法でも可)。 yの係数の絶対値を3にそろえるために②’×3  





=−

=+

’･･･②’

･･･①’

2436
634

yx
yx

 

yを消去するために①’＋②’’ 

3010

2436)
634

=

=−+
=+

x

yx
yx
 ゆえに 31030 =÷=x  

3=x を①’に代入して， 2,63,6312,6334 −=−==+=+× yyyy  

よって 2,3 −== yx  
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□7  連立方程式 




=+
−=−

8
52

aybx
byax

 の解が ( ) ( )2,1, =yx であるとき， ba, の値を求め

なさい。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

[解答] 





=+
−=−

8
52

aybx
byax

 に 2,1 == yx を代入すると，





=+

−=−

･･･②

･･･①

82
54

ab
ba

 

これを ba, についての連立方程式として代入法で解く。 

①より， 54 −= ba ･･･①’  

①’を②に代入すると， 

( ) 2,189,8108,8542 ===−+=−+ bbbbbb  

2=b を①’に代入すると， 3524 =−×=a  

よって， 2,3 == ba ･･･答 

 

□8  1 本 120 円のかんジュースと，1 本 150 円のペットボトル入りのお茶を，あわせて

10 本買い，1320 円払いました。かんジュースとペットボトルの本数はそれぞれ何本です

か，かんジュースを x本，ペットボトルを y本として連立方程式をつくり答えを求めなさ

い。 
[解答欄] 
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[解答] 

あわせて 10本買ったので， 10=+ yx ･･･① 

代金の合計が 1320円なので， 1320150120 =+ yx ･･･② 

①，②の連立方程式を代入法で解く(加減法でも可)。 

①より， xy −= 10 ･･･①’ 

②の両辺を 10でわると， 1321512 =+ yx ･･･②’ 

①’を②’に代入すると， 

( ) 6,183,1321515012,132101512 =−=−=−+=−+ xxxxxx  

6=x を①’に代入すると， 4610 =−=y  

よって， 4,6 == yx  

これは問題にあてはまる。 

かんジュースを 6本，ペットボトルを 4本買った。･･･答 

[解説] 

・代金の問題では，個数と代金総額に注目して等式を立てる。 

まず個数については，「あわせて 10本買い」とあるので， 

 (かんジュースの個数)＋(ペットボトルの個数)＝10 

 10=+ yx ･･･① 

・代金は，(1個の値段)×(個数)を使って求める。 

 「1320円払いました。」とあるので， 

 (かんジュースの代金)＋(ペットボトルの代金)＝1320 

 120×(かんジュースの個数)＋150×(ペットボトルの個数)＝1320 

 1320150120,1320150120 =+=×+× yxyx  

・①，②を連立方程式として解く。 

・最後に計算の結果求めた yx, の値を一応，吟味する。通常は，「これは問題にあてはま

る。」と書いておけばよい。 
 

 

□9  姉はもっていたお金の 80％を，妹はもっていたお金の 70％を，それぞれ出しあって，

5300円の品物を買いました。2人の残ったお金をくらべたら，妹の方が 100円多くなって

いました。2 人がはじめにもっていたお金は，それぞれいくらですか。姉のもっていたお

金を x円，妹のもっていたお金を y円として連立方程式をつくり答えを求めなさい。 
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[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 

姉のお金の 80％と妹のお金の 70％の合計が 5300円なので， 

53007.08.0 =+ yx ･･･① 

姉の残ったお金は x2.0 円，妹の残ったお金は y3.0 円で， 

妹の方が 100円多いので 

1002.03.0 += xy ･･･② 

①，②を整理すると， 





=+−

=+

･･･②’

･･･①’

100032
5300078

yx
yx

 

加減法で解く(代入法は不適当)。 xの係数の絶対値を8にそろえるために②’×4  





=+−

=+

’･･･②’

･･･①’

4000128
5300078

yx
yx

 

xを消去するために①’＋②’ 

3000,5700019 == yy  

3000=y を②’に代入すると， 4000,80002,1000300032 =−=−=×+− xxx  

ゆえに， 3000,4000 == yx  

これは問題にあてはまる。 

よって，姉のもっていたお金は 4000円，妹のもっていたお金は 3000円。･･･答 
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【】試験問題 H 

□1  次の計算をしなさい。 

(1) baba ++− 35  (2) yx 74 ×  

(3) aba
3
2

2
1 2 ÷  (4) 

6
2

3
2 yxyx −

−
+

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) ba 26 −  (2) xy28  (3) ab
4
3
 (4) 

6
43 yx +

 

[解説] 

(1) babbaababa 263535 −=+−+=++−  

(2) xyyxyxyx 28747474 =×××=×××=×  

(3) abab
a

baa
a

ba
a

baabaaba
4
3

4
3

22
3

22
3

2
3

23
2

23
2

2
1 222

2 ==
××
×××

=
×
×

=×=÷=÷  

(4) 
( ) ( ) ( )

6
224

6
222

6
2

23
22

6
2

3
2 yxyxyxyxyxyxyxyx +−+

=
−−+

=
−

−
×

×+
=

−
−

+
 

  ＝
6

43
6

224 yxyyxx +
=

++−
 

 

□2  2,3 −== yx のとき， ( ) ( )yxyx 323352 +−− の式の値を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答] 42  

[解説] 

式を整理してから値を代入する。 

(式)＝ ( ) ( ) yxyyxxyxyxyxyx 1549661096610323352 −=−−−=−−−=+−−  

これに 2,3 −== yx を代入すると， 

(式)＝ ( ) 42301221534154 =+=−×−×=− yx  
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□3  次の等式を[  ]の中の文字について解きなさい。 

(1) ][628 yyx =+  (2) ( ) ][
2
1 bhbaS +=  

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 34 +−= xy  (2) a
h
Sb −=

2
 

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 
(1) 628 =+ yx ， x8 を右辺に移項して 682 +−= xy ，両辺を2でわると 34 +−= xy  

(2) ( )hbaS +=
2
1

，両辺を入れ替えて ( ) Shba =+
2
1

，両辺に2をかけて ( ) Shba 2=+ ， 

両辺をhでわると
h
Sba 2

=+ ，aを右辺に移項すると a
h
Sb −=

2
 

 

 

□4  次の連立方程式を解きなさい。 

(1) 




=+
=+

2925
2323

yx
yx

 (加減法で) (2) 




=−
−=

645
32

yx
xy

 (代入法で) 

 

(3) 




−=+−
=−

102
2927

yx
yx

 (4) 




=+
−=−
732
1543

yx
yx

 

 

(5) 




+=
=+
5

425
yx

yx
 (6) 





−=
=−
82
1223

xy
yx

 

 

(7) 




=−
=−
25.03

11.08.0
yx

yx
 (8) 

( )
( )




=−−
=+−

8234
2523

yxx
yyx
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(9) 




=++
=−−

0723
0345

yx
yx

 (10)






=−

−=+

2
3
1

2
1

134

yx

yx
 

[解答欄] 

(1) 




=
=

y
x

 (2) 




=
=

y
x

 (3) 




=
=

y
x

 

(4) 




=
=

y
x

 (5) 




=
=

y
x

 (6) 




=
=

y
x

 

(7) 




=
=

y
x

 (8) 




=
=

y
x

 (9) 




=
=

y
x

 

(10)




=
=

y
x

 

[解答](1)




=
=

7
3

y
x
 (2)





=
=

1
2

y
x
 (3)





−=
=

4
3

y
x
 (4)





=
−=
3
1

y
x
 (5)





−=
=

3
2

y
x
 (6)





−=
=

3
2

y
x

 

(7)




=
=

14
3

y
x
 (8)





=
=

4
2

y
x
 (9)





−=
−=

2
1

y
x
 (10)





−=
=

3
2

y
x

 

[解説] 

(1) 




=+

=+

･･･②

･･･①

2925
2323

yx
yx

 

加減法で解く。 yを消去するために①－② 

62

2925)
2323

−=−

=+−
=+

x

yx
yx
 ゆえに ( ) ( ) 326 =−÷−=x  

3=x を①に代入すると， 7,142,2329,23233 ===+=+× yyy  

よって 7,3 == yx  

 

(2) 




=−

−=

･･･②

･･･①

645
32

yx
xy

 

代入法で解く。( ～～ == xy , という式があるときは代入法が計算しやすい) 

①の yを②の yに代入すると， 

( ) 2,63,61285,63245 =−=−=+−=−− xxxxxx  
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2=x を①に代入すると， 1322 =−×=y  

よって 1,2 == yx  

 

(3) 




−=+−

=−

･･･②

･･･①

102
2927

yx
yx

 

加減法で解く(代入法でも可)。 yの係数の絶対値を2にあわせるために②×2  





−=+−

=−

･･･②’

･･･①

2024
2927

yx
yx

 

yを消去するために①＋②’ 

93

2024)
2927

=

−=+−+
=−

x

yx
yx

 ゆえに 339 =÷=x  

3=x を②に代入すると， 4,106,1032 −=−=+−−=+×− yyy  

よって 4,3 −== yx  

 

(4) 




=+

−=−

･･･②

･･･①

732
1543

yx
yx

 

加減法で解く(代入法は不適当)。 xの係数の絶対値を6にそろえるために①×2，②×3  





=+

−=−

･･･②’

･･･①’

2196
3086

yx
yx

 

xを消去するために①’－②’ 

5117

2196)
3086

−=−

=+−
−=−

y

yx
yx

  ゆえに ( ) ( ) 31751 =−÷−=y  

3=y を②に代入すると， 1,22,792,7332 −=−==+=×+ xxxx  

よって 3,1 =−= yx  

 

(5) 




+=

=+

･･･②

･･･①

5
425

yx
yx

 

代入法で解く。( ～～ == xy , という式があるときは代入法が計算しやすい) 

②の xを①の xに代入すると， 

( ) 3,217,42255,4255 −=−==++=++ yyyyyy  
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3−=y を②に代入すると， 253 =+−=x  

よって 3,2 −== yx  

 

(6) 




−=

=−

･･･②

･･･①

82
1223

xy
yx

 

代入法で解く。(加減法でも可) 

②の y2 を①の y2 に代入すると， 

( ) 2,42,1283,1283 ===+−=−− xxxxxx  

2=x を②に代入すると， 3,62,822 −=−=−= yyy  

よって 3,2 −== yx  

 

(7) 




=−

=−

･･･②

･･･①

25.03
11.08.0

yx
yx

 

係数に小数がある場合は，10倍，100倍･･･して係数をすべて整数にする。 

①の両辺に10をかけると， 108 =− yx ･･･①’ 

②の両辺に10をかけると， 46,20530 =−=− yxyx ･･･②’ 

加減法で解く(代入法でも可)。 yを消去するために①’－②’ 

62

46)
108

=

=−−
=−

x

yx
yx
 ゆえに 326 =÷=x  

3=x を②’に代入すると， 

14,14,418,436 =−=−=−=−× yyyy  

よって 14,3 == yx  

 

(8) 
( )

( )



=−−

=+−

･･･②

･･･①

8234
2523

yxx
yyx

 

( )のある式では，まず( )を展開して式を整理する 

①より， 23,2563 =−=+− yxyyx ･･･①’ 

②より， 832,8364 =+−=+− yxyxx ･･･②’ 

加減法で解く(代入法も可)。 yの係数の絶対値を3にあわせるために①’×3  





=+−

=−

･･･②’

’･･･①’

832
639

yx
yx
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yを消去するために①’’＋②’ 

147

832)
639

=

=+−+
=−

x

yx
yx
 ゆえに 2714 =÷=x  

2=x を①’に代入すると， 4,4,26,223 =−=−=−=−× yyyy  

よって 4,2 == yx  

 

(9) 




=++

=−−

･･･②

･･･①

0723
0345

yx
yx

 

加減法で解く(代入法は不適当)。 yの係数の絶対値を4にそろえるために②×2  





=++

=−−

･･･②’

･･･①

01446
0345

yx
yx

 

yを消去するために①＋②’ 

01111

01446)
0345

=+

=+++
=−−

x

yx
yx

 1,1111 −=−= xx  

1−=x を②に代入すると， ( ) 2,42,0723,07213 −=−==++−=++−× yyyy  

よって 2,1 −=−= yx  

 

(10)






=−

−=+

･･･②

･･･①

2
3
1

2
1

134

yx

yx
 

係数に分数があるときはまず分母を払う。②の両辺に6をかけると， 

626
3
16

2
1

×=×−× yx ， 1223 =− yx  





=−

−=+

･･･②’

･･･①

1223
134

yx
yx

 

加減法で解く(代入法は不適当)。 yの係数の絶対値を6にそろえるために①×2，②×3  





=−

−=+

’･･･②’

･･･①’

3669
268

yx
yx

 

yを消去するために，①’＋②’’ 
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3417

3669)
268

=

=−+
−=+

x

yx
yx
 ゆえに 21734 =÷=x  

2=x を①に代入して， 3,93,138,1324 −=−=−=+−=+× yyyy  

よって 3,2 −== yx  

 

□5  次のア～エの中で，2 元 1 次方程式 92 =+ yx を成り立たせる yx, の組はどれで

すか。 

(ア) 3,2 == yx   (イ) 
2
5,4 == yx  (ウ) 2,5 =−= yx   (エ) 1,7 == yx  

[解答欄] 

 

[解答](イ)，(エ) 

[解説] 

(ア) 3,2 == yx のとき，(左辺)＝ yx 2+ ＝ 8322 =×+ ≠(右辺) 

(イ) 
2
5,4 == yx のとき，(左辺)＝ yx 2+ ＝ 9

2
524 =×+ ＝(右辺) 

(ウ) 2,5 =−= yx のとき，(左辺)＝ yx 2+ ＝ 1225 −=×+− ≠(右辺) 

(エ) 1,7 == yx のとき，(左辺)＝ yx 2+ ＝ 9127 =×+ ＝(右辺) 

よって， 92 =+ yx が成り立つのは(イ)，(エ)のとき。 

 

□6  2つの連立方程式 




=−
=−

202
1734

byax
yx
，




−=+
−=+
1152
52

yx
byax

 は同じ解をもつという。こ

のとき， ba, の値を求めなさい。 

[解答欄] 
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[解答] 

同じ解をもつので， yx, は， 1734 =− yx ， 1152 −=+ yx をともに満たす。これを連

立方程式として解く。 





−=+

=−

･･･②

･･･①

1152
1734

yx
yx

 

加減法で解く(代入法は不適当)。 xの係数の絶対値を4にそろえるために②×2  





−=+

=−

･･･②’

･･･①

22104
1734

yx
yx

 

xを消去するために，①－②’ 

3,3913 −==− yy  

3−=y を②に代入すると， ( ) 2,42,11152,11352 ==−=−−=−×+ xxxx  

よって， 3,2 −== yx  

次に， 52,202 −=+=− byaxbyax の yx, は 3,2 −== yx なので，代入して 





−=−

=+

･･･④

･･･③

534
2062

ba
ba

 

これを ba, の連立方程式として加減法で解く。 

bの係数の絶対値を6にそろえるために④×2  





−=−

=+

･･･④’

･･･③

1068
2062

ba
ba

 

bを消去するために③＋④’ 
1,1010 == aa  

1=a を③に代入すると， 3,186,2062 ===+ bbb  

よって， 3,1 == ba ･･･答 
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□7  ある美術館に入るとき，中学生 2人と大人 3人では 1290円，中学生 4人と大人 5人

では 2230円かかります。中学生 1人，大人 1人の入館料はそれぞれいくらですか。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 
中学生 1人の入館料を x円，大人 1人の入館料を y円とする。 

中学生 2人と大人 3人では 1290円なので， 129032 =+ yx ･･･① 

中学生 4人と大人 5人では 2230円なので， 223054 =+ yx ･･･② 

加減法で解く(代入法は不適当)。 xの係数の絶対値を4にそろえるために①×2  





=+

=+

･･･②

･･･①’

223054
258064

yx
yx

 

xを消去するために①’－②で， 350=y  

350=y を①に代入すると， 

120,2402,129010502,129035032 ===+=×+ xxxx  

ゆえに， 350,120 == yx  

これは問題にあてはまる。 

よって，中学生 1人の入館料は 120円，大人 1人の入館料は 350円である。･･･答 

[解説] 
・まず求めるものを yx, とおく。 

「中学生 1人，大人 1人の入館料はそれぞれいくらですか。」とあるので， 
中学生 1人の入館料を x円，大人 1人の入館料を y円とする。 

・代金で値段を求める問題では，代金総額に注目して等式を立てる。 

・「中学生 2人と大人 3人では 1290円」とあるので， 

 (中学生 2人の入館料)＋(大人 3人の入館料)＝1290 

 (中学生 1人の入館料)×2＋(大人 1人の入館料)×3＝1290 
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 129032,129032 =+=×+× yxyx ･･･① 

・「中学生 4人と大人 5人では 2230円」とあるので， 

 (中学生 4人の入館料)＋(大人 5人の入館料)＝2230 

 (中学生 1人の入館料)×4＋(大人 1人の入館料)×5＝2230 

 223054,223054 =+=×+× yxyx ･･･② 

・①，②を連立方程式として解く。 

・最後に計算の結果求めた yx, の値を一応，吟味する。通常は，「これは問題にあてはま

る。」と書いておけばよい。 
 

 

□8  A市から 160kmはなれた B町へ自動車で出かけました。A市から途中の C市までは

時速 80kmで走り，C市から B町までは時速 40kmで走ったところ 2時間 30分かかりま

した。A市から C市，C市から B町までのそれぞれの道のりを求めなさい。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 
A市～C市間を x km，C市～B町間を y kmとする。 

合計 160kmの道のりなので， 160=+ yx ･･･① 

A市～C市にかかった時間は
80
x
時間，C市～B町にかかった時間は

40
y
時間なので， 

5.2
4080

=+
yx
･･･② 連立方程式①，②を解くと， 40,120 == yx  

よって，A市～C市間は 120km，C市～B町間は 40kmである。･･･答 
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□9  果汁 50％のジュースと果汁 10％のジュースを混ぜて，果汁 40％のジュースを 1kg

作ります。それぞれ何 g必要ですか。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 
果汁 50％のジュースを x g，果汁 10％のジュースを y gとする。 

あわせて 1kg＝1000gなので， 1000=+ yx ･･･① 

果汁 50％のジュース x gの中の果汁の量は，
100
50

×x g 

果汁 10％のジュース y gの中の果汁の量は，
100
10

×y g 

果汁 40％のジュース 1000gの中の果汁の量は，
100
401000× g 

混ぜる前と後の果汁の量は同じなので， 

100
401000

100
10

100
50

×=×+× yx ･･･② 

①，②を代入法で解く(加減法でも可)。 

①より， xy −= 1000 ･･･①’ 

②の両辺を 100倍して， 40005,400001050 =+=+ yxyx ･･･②’ 

①’を②’に代入すると， 

( ) 750,30004,400010005 ===−+ xxxx  

750=x を①’に代入すると， 2507501000 =−=y  

ゆえに， 250,750 == yx  

これは問題にあてはまる。 

よって，果汁 50％のジュースは 750g，果汁 10％のジュースは 250gである。･･･答 
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□10  ある列車が，1260mの鉄橋を渡りはじめてから渡り終わるまでに 60秒かかった。ま

た，この列車が 2010mのトンネルに入りはじめてから出てしまうまでに 90秒かかった。

この列車の長さと時速を求めなさい。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 
この列車の長さを x m，速さを y m/秒 とする。 

1260mの鉄橋を渡りはじめてから渡り終わるまでに 1260+x m進んでいるので， 

126060 +=× xy ･･･① 

また，2010m のトンネルに入りはじめてから出てしまうまでに 2010+x m 進んでいるの

で， 201090 +=× xy ･･･② 

①，②の連立方程式を代入法で解く(加減法でも可)。 

①より， 126060 −= yx ･･･①’ 

①’を②へ代入すると， 

25,75030,201012606090 ==+−= yyyy  

25=y を①’へ代入すると， 24012602560 =−×=x  

ゆえに， 25,240 == yx  これは問題にあてはまる。 

秒速 25m＝時速 90km 

よって，この列車の長さは 240m，時速は 90km/時である。･･･答 

[解説] 

・まず求めるものを yx, とおく。 
 「この列車の長さと時速を求めなさい。」とあるので，列車の長さを x mとおく。この問

題では，長さの単位は m，時間の単位は秒が使われているので速さは時速ではなく，秒速
を使う。列車の速さを y m/秒 とする。 

・速さの問題では，(時間)＝(距離)÷(速さ)＝
速さ

距離の公式を使うことが多いが， 
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 この問題では，(距離)＝(速さ)×(時間)を使う。 

・まず鉄橋について 

「1260m の鉄橋を渡りはじめてから渡り終わ

るまでに 60秒かかった。」 

右図から，この間に列車が進んだ距離は次の 2

通りで表すことができる。 
(距離)＝1260＋ x  (距離)＝ y×60 

この 2つの距離は等しいので， xy +=× 126060 ･･･① 

・次にトンネルについて 

「2010mのトンネルに入りはじめてから出てしまうまでに 90秒かかった。」 

鉄橋の場合と同様に， xy +=× 201090 ･･･② 

・①，②を連立方程式として解く。 

・最後に計算の結果求めた yx, の値を一応，吟味する。通常は，「これは問題にあてはま

る。」と書いておけばよい。 
 

□11  「1個 120円のりんごと，1個 80円のみかんをあわせて 15個買い，代金 1440円を

支払った。りんごとみかんをそれぞれ何個ずつ買ったのでしょう。」という問題を Aさん，

B さんはそれぞれ下のような方程式をつくって解きました。このとき，次の問いに答えな

さい。 
 Aさんの方程式： ( ) 14401580120 =−+ xx  

 Bさんの方程式：




=+
=+

144080120
15

yx
yx

 

(1) Aさんの方程式で， xは何を表していますか。 

(2) Bさんの方程式で， yx, はそれぞれ何を表していますか。 

(3) Aさんの解き方のよいところを書きなさい。 

(4) Bさんの解き方のよいところを書きなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

(3)  (4)  

[解答](1) りんごの個数 (2) x：りんごの個数，y：みかんの個数 (3) 式が 1つですみ，

計算が簡単である (2) 式が立てやすい 
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【】試験問題Ｉ 

□1  次の問いに答えなさい。 

(1) 2元 1次方程式 6=+ yx  が成り立つような yx, の値を求めて，次の表の空欄をうめ
なさい。 

x  0 1 2 3 4 5 
y        

(2) 2元 1次方程式 92 =+ yx  が成り立つような yx, の値を求めて，次の表の空欄をう
めなさい。 

x  0 1 2 3 4 5 
y        

(3) (1)，(2)をもとにして，連立方程式 




=+
=+

92
6

yx
yx

 を解きなさい。 

[解答欄] 

(1) 

x  0 1 2 3 4 5 
y        

(2) 

x  0 1 2 3 4 5 
y        

(3) 

 

[解答] 

(1) 

x  0 1 2 3 4 5 
y  6 5 4 3 2 1 

(2) 

x  0 1 2 3 4 5 
y  9 7 5 3 1 －1 

(3) 3,3 == yx  
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[解説] 

(1) 6=+ yx を yについて解くと， 6+−= xy  この式に 2,1,0=x ･･･を代入する。 

(2) 92 =+ yx を yについて解くと， 92 +−= xy  この式に 2,1,0=x ･･･を代入する。 

(3) 連立方程式 




=+
=+

92
6

yx
yx
の解は，2 つの 2 元 1 次方程式 6=+ yx と 92 =+ yx を同

時に満たす yx, の値である。それぞれの 2元 1次方程式を満たす解は無数に存在するが，

同時に満たす解は原則として 1個だけである。(1)，(2)の表から 3,3 == yx が連立方程式





=+
=+

92
6

yx
yx
の解になっていることがわかる。 

 

 

□2  次の連立方程式を解きなさい。 

(1) 




=+
=+

1523
2426

yx
yx

 (2) 




=−−
=+

262
492

yx
yx

 

 

(3) 




−=−
=−

723
16

yx
yx

 (4) 




=+−
=+

82
12

yx
yx

 

 

(5) 




=+
=+

423
876

yx
yx

 (6) 




=+
=−

6338
1757

yx
yx

 

 

(7) 




+−=
−=−
12
1743

yx
yx

 (8) 




=−
+−=

92
6

yx
xy

 

 

(9) 




+−=
−=

73
82

xy
xy

 (10)




−=
−=+
yx

yx
233

1553
 

 

(11) ( )



−=−−
−=+

1035
1852

yxx
yx

 (12)






=−

−=+−

4
4
3

5
1

3553

yx

yx
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[解答欄] 

(1) 




=
=

y
x

 (2) 




=
=

y
x

 (3) 




=
=

y
x

 

(4) 




=
=

y
x

 (5) 




=
=

y
x

 (6) 




=
=

y
x

 

(7) 




=
=

y
x

 (8) 




=
=

y
x

 (9) 




=
=

y
x

 

(10)




=
=

y
x

 (11)




=
=

y
x

 (12)




=
=

y
x

 

[解答](1)




=
=

3
3

y
x
 (2)





=
−=
2
7

y
x
 (3)





=
=

5
1

y
x
 (4)





=
−=
2
3

y
x
 (5)







=

=

0
3
4

y

x
 (6)





=
=

5
6

y
x

 

(7)




=
−=
2
3

y
x
 (8)





=
=

1
5

y
x
 (9)





−=
=

2
3

y
x
 (10)





−=
=

6
5

y
x
 (11)





−=
=

4
1

y
x
 (12)





−=
=

4
5

y
x

 

[解説] 

(1) 




=+

=+

･･･②

･･･①

1523
2426

yx
yx

 

加減法で解く(代入法も可)。 yを消去するために①－② 

93

1523)
2426

=

=+−
=+

x

yx
yx
 ゆえに 339 =÷=x  

3=x を②に代入すると， 

3,62,1529,15233 ===+=+× yyyy  

よって 3,3 == yx  

 

(2) 




=−−

=+

･･･②

･･･①

262
492

yx
yx

 

加減法で解く(代入法も可)。 xを消去するために①＋② 

63

262)
492

=

=−−+
=+

y

yx
yx
 ゆえに 236 =÷=y  
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2=y を①に代入すると， 7,142,4182,4292 −=−==+=×+ xxxx  

よって 2,7 =−= yx  

 

(3) 




−=−

=−

･･･②

･･･①

723
16

yx
yx

 

加減法で解く(代入法も可)。 yの係数の絶対値を2にそろえるために①×2  





−=−

=−

･･･②

･･･①’

723
2212

yx
yx

 

yを消去するために①’－② 

99

723)
2212

=

−=−−
=−

x

yx
yx
 ゆえに 199 =÷=x  

1=x を①に代入すると， 5,5,116 =−=−=−× yyy  

よって 5,1 == yx  

 

(4) 




=+−

=+

･･･②

･･･①

82
12

yx
yx

 

加減法で解く(代入法も可)。 yの係数の絶対値を2にそろえるために②×2  





=+−

=+

･･･②’

･･･①

1624
12
yx

yx
 

yを消去するために①－②’ 

155

1624)
12

−=

=+−−
=+

x

yx
yx

 ゆえに 3515 −=÷−=x  

3−=x を①に代入すると， 2,42,123 ===+− yyy  

よって 2,3 =−= yx  

 

(5) 




=+

=+

･･･②

･･･①

423
876

yx
yx

 

加減法で解く(代入法は不適当)。 xの係数の絶対値を6にそろえるために②×2  





=+

=+

･･･②’

･･･①

846
876

yx
yx
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xを消去するために①－②’ 

03

846)
876

=

=+−
=+

y

yx
yx
 ゆえに 030 =÷=y  

0=y を②に代入すると，
3
4,403 ==+ xx  

よって 0,
3
4

== yx  

 

(6) 




=+

=−

･･･②

･･･①

6338
1757

yx
yx

 

加減法で解く(代入法は不適当)。 yの係数の絶対値を15にそろえるために①×3，②×5  





=+

=−

･･･②’

･･･①’

3151540
511521

yx
yx

 

yを消去するために①’＋②’ 

36661

3151540)
511521

=

=++
=−

x

yx
yx

 ゆえに 661366 =÷=x  

6=x を②に代入すると， 5,153,63348,63368 ===+=+× yyyy  

よって 5,6 == yx  

 

(7) 




+−=

−=−

･･･②

･･･①

12
1743

yx
yx

 

代入法で解く。( ～～ == xy , という式があるときは代入法が計算しやすい) 

②の xを①の xに代入すると， 

( ) 2,2010,17436,174123 =−=−−=−+−−=−+− yyyyyy  

2=y を②に代入すると， 3122 −=+×−=x  よって 2,3 =−= yx  

(8) 




=−

+−=

･･･②

･･･①

92
6

yx
xy

 

代入法で解く。( ～～ == xy , という式があるときは代入法が計算しやすい) 

①の yを②の yに代入すると， 

( ) 5,153,962,962 ===−+=+−− xxxxxx  
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5=x を①に代入すると， 165 =+−=y  

よって 1,5 == yx l 

 

(9) 




+−=

−=

･･･②

･･･①

73
82

xy
xy

 

代入法で解く。( ～～ == xy , という式があるときは代入法が計算しやすい) 

①の yを②の yに代入すると， 

3,155,7382 ==+−=− xxxx  

3=x を①に代入すると， 2832 −=−×=y  

よって 2,3 −== yx  

 

(10)




−=

−=+

･･･②

･･･①

yx
yx

233
1553

 

x3 が共通にあることに注目して代入法で解く(加減法も可)。 

②の x3 を①の x3 に代入すると， 

6,183,15523 −=−=−=+− yyyy  

6−=y を②に代入すると， ( ) 5,153,6233 ==−×−= xxx  

よって 6,5 −== yx  

 

(11) ( )



−=−−

−=+

･･･②

･･･①

1035
1852

yxx
yx

 

( )がある場合は，まず( )を展開して式を整理する。 

②より， 1032,10335 −=+−=+− yxyxx  





−=+

−=+

･･･②’

･･･①

1032
1852

yx
yx

 

加減法で解く(代入法も可)。 xを消去するために①－②’ 

82

1032)
1852

−=

−=+−
−=+

y

yx
yx

 ゆえに 428 −=÷−=y  

4−=y を①に代入すると， ( ) 1,22,18202,18452 ==−=−−=−×+ xxxx  

よって 4,1 −== yx  
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(12)






=−

−=+−

･･･②

･･･①

4
4
3

5
1

3553

yx

yx
 

係数が分数の場合は，まず分母を払う。②の両辺に20をかけると， 

80154,20420
4
320

5
1

=−×=×−× yxyx  





=−

−=+−

･･･②’

･･･①

80154
3553

yx
yx

 

加減法で解く(代入法は不適当)。 yの係数の絶対値を15にそろえるために①×3  





=−

−=+−

･･･②’

･･･①’

80154
105159

yx
yx

 

yを消去するために①’＋②’ 

255

80154)
105159

−=−

=−+
−=+−

x

yx
yx

 ゆえに ( ) 5525 =−÷−=x  

5=x を①に代入すると， 4,205,35515,35553 −=−=−=+−−=+×− yyyy  

よって 4,5 −== yx  

 

 

□3  連立方程式




+=+
=+

54
423
ayax

yx
 の解が 1134 =− yx  を満たすとき，aの値を求めな

さい。 

[解答欄] 
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[解答] 

この連立方程式の解 yx, は 423 =+ yx と 1134 =− yx をともに満たす。そこで，まず 

連立方程式





=−

=+

･･･②

･･･①

1134
423

yx
yx

 を解く。 

加減法で解く(代入法は不適当)。 xの係数の絶対値を6にそろえるために①×3，②×2  





=−

=+

･･･②’

･･･①’

2268
1269

yx
yx

 

yを消去するために①’＋②’ 

2,3417 == xx  

2=x を①に代入すると， 1,22,426,4223 −=−==+=+× yyyy  

よって， 1,2 −== yx  

この yx, を 54 +=+ ayax に代入すると， 542 +=− aa  

よって， 9=a ･･･答 

 

 

□4  花屋で，1本 200円のばらと 1本 150円のカーネーションを合わせて 12本買ったら，

代金の合計は 2050円でした。ばらとカーネーションをそれぞれ何本買いましたか。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 
ばらを x本，カーネーションを y本買ったとする。 

合わせて 12本なので， 12=+ yx ･･･① 

代金の合計が 2050円なので， 2050150200 =+ yx ･･･② 

①，②の連立方程式を代入法で解く(加減法でも可)。 

①より， xy −= 12 ･･･①’ 
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②の両辺を 50でわると， 4134 =+ yx ･･･②’ 

①’を②’に代入すると， 

( ) 5,413364,411234 ==−+=−+ xxxxx  

5=x を①’に代入すると， 7512 =−=y  

よって， 7,5 == yx  

これは問題にあてはまる。 

よって，ばらをは 5本，カーネーションは 7本。･･･答 

[解説] 

・まず求めるものを yx, とおく。 
 「ばらとカーネーションをそれぞれ何本買いましたか。」とあるので， 
ばらを x本，カーネーションを y本買ったとする。 

・代金の問題では，個数と代金総額に注目して等式を立てる。 

まず個数については，「合わせて 12本」とあるので， 

 (ばらの本数)＋(カーネーションの本数)＝12 

 12=+ yx ･･･① 

・代金は，(1個の値段)×(個数)を使って求める。 

 「代金の合計は 2050円でした。」とあるので， 

 (ばらの代金)＋(カーネーションの代金)＝2050 

 200×(ばらの本数)＋150×(カーネーションの本数)＝2050 

 2050150200,2050150200 =+=×+× yxyx ･･･② 

・①，②を連立方程式として解く。 

・最後に計算の結果求めた yx, の値を一応，吟味する。通常は，「これは問題にあてはま

る。」と書いておけばよい。 
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□5  ある美術館に入るとき，中学生 2人と大人 3人では 1290円，中学生 4人と大人 5人

では 2230円かかります。中学生 1人，大人 1人の入館料はそれぞれいくらですか。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 
中学生 1人の入館料を x円，大人 1人の入館料を y円とする。 

中学生 2人と大人 3人では 1290円なので， 129032 =+ yx ･･･① 

中学生 4人と大人 5人では 2230円なので， 223054 =+ yx ･･･② 

①，②の連立方程式を解くと， 350,120 == yx  

よって，中学生 1人の入館料は 120円，大人 1人の入館料は 350円である。･･･答 

 

 

□6  バスケットボールの試合で，Aさんは 3点シュートと 2点シュートを合わせて 35回

シュートをしました。そのうち成功したのは 3点シュートが 20％，2点シュートが 40％で，

Aさんがあげた得点の合計は 26得点でした。Aさんは，3点シュート，2点シュートをそ

れぞれ何回成功させたのでしょうか。 
[解答欄] 
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[解答] 
3点シュートを x回，2点シュートを y回行ったとする。 

合わせて 35回シュートを行ったので， 35=+ yx ･･･① 

得点は 26点なので， 264.022.03 =×+× yx ･･･② 

①，②を代入法で解く(加減法でも可)。 

①より， xy −= 35 ･･･①’ 

②より， 13043,268.06.0 =+=+ yxyx ･･･②’ 

①’を②’に代入すると， 

( ) 10,10,13041403,1303543 =−=−=−+=−+ xxxxxx  

10=x を①’に代入すると， 251035 =−=y  

ゆえに， 25,10 == yx  

これは問題にあてはまる。 

3点シュートの成功回数は 22.010 =× 回， 

2点シュートの成功回数は 104.025 =× 回･･･答 

 

 

□7  Aさんは 8時に家を出発して，1170mはなれた学校へ向かった。はじめは毎分 70m

の速さで歩いたが，遅刻しそうだったので，途中から毎分 100m の速さで歩いたら，学校

には 8時 15分に着いた。速さを変えたのは，家から何mの地点ですか。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 
毎分 70mで歩いた距離を x m，毎分 100mで歩いた距離を y mとする。 

歩いた距離の合計は 1170mなので， 1170=+ yx ･･･① 

かかった時間の合計は 15分なので， 15
10070

=+
yx
･･･② 
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①，②の連立方程式を代入法で解く(加減法も可)。 

①より， xy −=1170 ･･･①’ 

②の両辺に700をかけて分母を払うと， 10500710 =+ yx ･･･②’ 

①’を②’に代入すると， 

( ) 770,23103,105007819010,105001170710 ===−+=−+ xxxxxx  

770=x を①’に代入すると， 4007701170 =−=y  

ゆえに， 400,770 == yx  

これは問題にあてはまる。 

よって，速さを変えたのは，家から 770mの地点。･･･答 

[解説] 

・まず求めるものを yx, とおく。 
毎分 70mで歩いた距離を x m，毎分 100mで歩いた距離を y mとする。 

・速さの問題では，(時間)＝(距離)÷(速さ)＝
速さ

距離の公式を使う。 

・速さの問題では，図をかくとわかりやすい。与えられた条件をすべて図に記入し，図を

見ながら，距離とかかった時間に注目して式を作る。速さを変えた地点を P地点とする。 

・距離について 

 (家～P間の距離)＋(P～学校間の距離)＝1170 

 1170=+ yx ･･･① 

・かかった時間について 

(家～P間にかかった時間)＋(P～学校間にかかった時間)＝15 

 (家～P間の距離)÷70＋(P～学校間の距離)÷100＝15 

 15
10070

,1510070 =+=÷+÷
yxyx ･･･② 

・①，②を連立方程式として解く。 

・最後に計算の結果求めた yx, の値を一応，吟味する。通常は，「これは問題にあてはま

る。」と書いておけばよい。 
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□8  2けたの自然数がある。この数の十の位の数の 5倍から一の位の数をひいたら 2にな

る。また，十の位と一の位を入れ替えてできる数は，もとの数の 3倍より 2小さくなる。

もとの自然数を求めなさい。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 
もとの数の十の位を x，一の位を yとする。 

十の位の数 xの 5倍から一の位の数 yをひいたら 2になるので， 25 =− yx ･･･① 

もとの数は yx +10 ，十の位と一の位を入れ替えてできる数は xy +10  

入れ替えてできる数は，もとの数の 3倍より 2小さくなるので， 

(入れ替えてできる数)＝(もとの数)×3－2 

( ) 210310 −+=+ yxxy ･･･② 

①より， 25,25 −=+−=− xyxy ･･･①’ 

②より， 2729,233010 −=+−−+=+ yxyxxy ･･･②’ 

①’，②’を代入法で解く(加減法でも可)。 

①’を②’に代入すると， 

( ) 2,126,2143529,225729 ==−=−+−−=−+− xxxxxx  

2=x を①’に代入すると， 8225 =−×=y  

ゆえに， 8,2 == yx  

これは問題にあてはまる。 

よって，もとの数は 28･･･答 

[解説] 

・2けたの自然数の表しかた 

 例) 58：十の位が5，一の位が8なので， 851085058 +×=+=  

 十の位が x，一の位が yの数 A：A＝ yx +10  



 38

 Aの十の位と一の位を入れ替えた数 B：B＝ xy +10  

・数の大小の表しかた：文章を機械的に式に直す。 

 例) 56は30より26大きい→ 263056 +=  

 Aは Bより5大きい→A＝B＋5  

 Aは Bより5小さい→A＝B－5  

 

□9  かつお君，わかめちゃん，タラちゃんはそれぞれ買い物をして次の料金を払いました。 

かつお プリン 3個，ヨーグルト 4個，コーヒーゼリー2個 形 760円 

わかめ プリン 3個，ヨーグルト 2個，コーヒーゼリー1個 形 530円 

かつお プリン 1個，ヨーグルト 1個，コーヒーゼリー1個 形 250円 

プリン，ヨーグルト，コーヒーゼリー1個の値段を求めなさい。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 
プリン 1個が x円，ヨーグルト 1個が y円，コーヒーゼリー1個が z円であるとする。 









=++

=++

=++

･･･③

･･･②

･･･①

250
53023
760243

zyx
zyx
zyx

 

②×2－① より， 100=x  

②に 100=x を代入すると， 5302300 =++ zy で， 2302 =+ zy ･･･④ 

③に 100=x を代入すると， 250100 =++ zy で， 150=+ zy ･･･⑤ 

④－⑤より， 80=y 。⑤より， 70=z  

よって 

プリン 1個は 100円，ヨーグルト 1個は 80円，コーヒーゼリー1個は 70円。･･･答 
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【】試験問題Ｊ 

□1  次の式を単項式と多項式に分け，それぞれ記号で示しなさい。 

 ア 13 +a   イ x5−   ウ 6   エ 42 2 +− yx  

[解答欄] 

単項式： 多項式： 

[解答]単項式：イ，ウ 多項式：ア，エ 

 

□2  次の多項式の項をいいなさい。 

(1) 43 +− cab  (2) yx 2+  

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 4,,3 cab −  (2) yx 2,  

 

□3  次の式の次数をいいなさい。 

(1) xy2  (2) 12 −+ yx  

(3) ba24  (4) 32 −+ axyz  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) 2次 (2) 1次 (3) 3次 (4) 3次 

 

□4  次の式は何次式ですか。 

(1) 154 −+ yx  (2) xyz9−  

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 1次式 (2) 3次式 
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□5  次の式で同類項をいいなさい。 

(1) aba +− 53  (2) xxxx 432 22 +−−  
[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) a3 と a  (2) 22x と 2x− ， x3− と x4  
 

□6  次の方程式ア～カの中から，2元 1次方程式をすべて選びなさい。 

 ア 63 =y     イ 52 =− yx    ウ 12=xy    エ 95 −=+x  

 オ 243 =+ yx   カ 322 =+ yx  

[解答欄] 

 

[解答]イ，オ 

[解説] 

「2元 1次方程式」の 2元とは未知数が 2つということで，1次方程式とは 1次式で構成

された方程式ということである。イとオが 2元 1次方程式である。アとエは未知数が 1つ

であるので 1元方程式である。ウとカは左辺が 2次式なので 2次方程式である。 

 

□7  次の問いに答えなさい。 
(1) 2元 1次方程式 3=+ yx  の解をすべて求めなさい。ただし，解は自然数である。 

(2) 2元 1次方程式 52 =+ yx  の解をすべて求めなさい。ただし，解は自然数である。 

(3) (1)，(2)から連立方程式 




=+
=+

52
3

yx
yx

 の解を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) ( ) ( ) ( )1,2,2,1, =yx  (2) ( ) ( ) ( )1,2,3,1, =yx  (3) ( ) ( )1,2, =yx  

[解説] 

(1) 3=+ yx より xy −= 3  

解は自然数なので， xは 1以上の整数 

1=x のとき， 213 =−=y  
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2=x のとき， 123 =−=y  

3=x のとき， 033 =−=y  yは自然数なので不適 

4≧x のとき 0<y となるので不適 

(2) 52 =+ yx より xy 25 −=  

解は自然数なので， xは 1以上の整数 

1=x のとき， 3125 =×−=y  

2=x のとき， 1225 =×−=y  

3≧x のとき 0<y となるので不適 

(3) (1)より， 3=+ yx の解は ( ) ( ) ( )1,2,2,1, =yx  

(2)より， 52 =+ yx の解は ( ) ( ) ( )1,2,3,1, =yx  

よって， 3=+ yx と 52 =+ yx を両方とも満たすのは ( ) ( )1,2, =yx  

 

□8  次の計算をしなさい。 

(1) 5763 −++− xx  (2) ba
ba

5)
46

−−+
+

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 14 +x  (2) ba −5  

[解説] 

(1) ( ) 14567356735763 +=−++−=−++−=−++− xxxxxx  

(2) 

( ) ( )ba

ba
ba

5416

5)
46

−+−

−−+
+

→

ba

ba
ba

−

−−+
+

5

5)
46

 

 

□9  次の式を計算しなさい。 

(1) ba 34 ×  (2) ( )23a−  

(3) 





−÷ xyyx

3
24 2  (4) ( ) ( )6129 −÷+ yx  

(5) ( ) ( )yxyx 3522 −−+  (6) 
5

25
3

3 yxyx −
−

−
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[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) ab12  (2) 29a  (3) x6−  (4) yx 2
2
3

−−  (5) yx 17+−  (6) 
15
y

 

[解説] 

(1) abbababa 12343434 =×××=×××=×  

(2) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 22 93333333 aaaaaaaa =××−×−=×−××−=−×−=−  

(3) x
yx

yxx
xy
yx

xy
yxxyyx 6

2
34

2
34

2
34

3
24

2
22 −=

××
××××

−=
×

−=







−×=






−÷  

(4) ( ) ( ) ( ) 





−×+






−×=






−×+=−÷+

6
112

6
19

6
11296129 yxyxyx yx 2

2
3

−−=  

(5) ( ) ( ) yxyyxxyxyxyxyx 1715254155243522 +−=++−=+−+=−−+  

(6) 
( ) ( ) ( ) ( )

15
25335

35
325

53
53

5
25

3
3 yxyxyxyxyxyx −−−

=
×

×−
−

×
×−

=
−

−
−

 

1515
651515

15
615515 yyyxxyxyx

=
+−−

=
+−−

=  

 

□10  次の式を[ ]の中の文字について解きなさい。 

(1) ][315 xxy −=  (2) ][
2

abaS +
=  

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 5
3
+−=

yx  (2) bSa −= 2  

[解説] 

解く文字を xのように考え，方程式を解く要領で，(解く文字)＝～の形に変形していく。 
(1) xy 315 −= の両辺を入れかえて， yx =− 315  

15を右辺に移項すると， 153 −=− yx  両辺を 3− で割ると， ( ) ( )315 −÷−= yx  
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よって， 5
3
+−=

yx  

(2) 
2

baS +
= の両辺を入れかえて， Sba

=
+
2
 両辺を2倍すると， Sba 2=+  

bを右辺に移項すると， bSa −= 2  

 

 

□11  次の xの値を求めなさい。 

(1) 4:3:12 =x  (2) ( ) 2:11:2 += x  

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 16=x  (2) 3=x  

[解説] 

比 dcba :: = において，外項の積( da × )は内項の積( cb× )に等しく， bcad = が成

り立つ。 

(1) 4:3:12 =x で，(内項の積)＝(外項の積)なので， 483,4123 =×=× xx  

両辺を3で割ると， 16,348 =÷= xx  

(2) ( ) 2:11:2 += x で，(内項の積)＝(外項の積)なので， ( ) 41,2211 =+×=+× xx  

1を右辺に移項すると， 3,14 =−= xx  

 

□12  次の連立方程式を解きなさい。 

(1) 




=+
=+
3
12

yx
yx

 (2) 




=−
=−

232
654

yx
yx

 

 

(3) 




=+
=−

1143
238

yx
yx

 

[解答欄] 

(1) 




=
=

y
x

 (2) 




=
=

y
x

 (3) 




=
=

y
x
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[解答](1)




=
−=
5
2

y
x
 (2)





=
=

2
4

y
x
 (3)





=
=

2
1

y
x

 

[解説] 

(1) 




=+

=+

･･･②

･･･①

3
12

yx
yx

 

加減法で解く(代入法も可)。 yを消去するために①－②で，

2

3)
12

−=

=+−
=+

x

yx
yx
  

2−=x を②に代入すると， 5,23,32 =+==+− yyy  

(2) 




=−

=−

･･･②

･･･①

232
654

yx
yx

 

加減法で解く。 xの係数を4にそろえるために②×2で，




=−

=−

'464
'654

･･･②

･･･①

yx
yx

 

①’－②’で xを消去する。

2

464)
654

=

=−−
=−

y

yx
yx

 

2=y を②に代入すると， 4,82,622,262,2232 ==+==−=×− xxxxx  

(3) 




=+

=−

･･･②

･･･①

1143
238

yx
yx

 

加減法で解く。 yの係数を12にそろえるために，①×4，②×3 





=+

=−

'33129
'81232

･･･②

･･･①

yx
yx

 

①’＋②’で yを消去すると，

4141

33129)
81232

=

=++
=−

x

yx
yx
 よって， 14141 =÷=x  

1=x を②に代入すると， 2,84,3114,11413 ==−==+× yyyy  
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□13  yxByxA 23,52 −=−= として，次の計算をしなさい。 

(1) BA +  (2) BA −  

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) yx 75 −  (2) yx 3−−  

[解説] 

( )の前が＋ならそのまま( )をはずす。( )の前が－なら( )内の符号をすべて逆転。 

(1) ( ) ( ) yxyyxxyxyxyxyxBA 75253223522352 −=−−+=−+−=−+−=+  

(2) ( ) ( ) yxyyxxyxyxyxyxBA 3253223522352 −−=+−−=+−−=−−−=−  

 

 

□14  2,3 −== ba のとき，次の式の値を求めなさい。 

(1) ( )22 2618 aabab −×÷  (2) ( ) ( )baba 2223 ++−−  

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 54−  (2) 26−  

[解説] 

まず式を整理してから ba, を代入する。 

(1) ( )
b
a

ab
baa

ab
abaabab

2

2

3
2

2
22 12

6
724

6
1182618 ==××=−×÷  

この式に 2,3 −== ba を代入すると， 54
2
912

−=
−
×

 

(2) ( ) ( ) babbaababababa 74432642362223 +−=+++−=+++−=++−−  

この式に 2,3 −== ba を代入すると， ( ) 2614122734 −=−−=−×+×−  
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□15  連続する 3つの整数の和は 3の倍数になる。このわけを下のように説明した。[  ]

にあてはまる式を書きなさい。 
(説明) 

連続する 3つの整数は，mを整数として，それぞれ 

  1−m ，[ ア ]， 1+m  

と表されるから。 

  ( )1−m ＋([ ア ])＋ ( )1+m  

  ＝[  イ  ] 

したがって，連続する 3つの整数の和は 3の倍数である。 

[解答欄] 

(ア)  (イ)  

[解答](ア) m  (イ) m3  

[解説] 

・例えば，連続する 3つの整数 7,6,5 は， 25,15,5 ++ と表すことができる。一般的に

は，整数nを使って， 2,1, ++ nnn と表すことができる。 

この問題のように真ん中の整数を基準にすると， 7,6,5 は 16,6,16 +− と表すことがで

きる。真ん中の整数をnとおくと， 1,,1 +− nnn と表すことができる。 

・3の倍数は， 43,33,23,13 ×××× ･･･のように3×(整数)と表すことができる。ある

式が 3の倍数になることを説明するには，式を3×(整式)の形に変形すればよい。 

例) ( )323332396 +=×+×=+ nnn  

 

□16  十の位の数と一の位の数の和が 3 の倍数である 2 けたの整数は 3 の倍数である。こ

のわけを説明しなさい。 
[解答欄] 
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[解答] 
十の位の数をm，一の位の数を nとする。(ただし， nm, は整数) 

この 2けたの数＝ ( )nmmnmmnm ++=++=+ 9910  

条件より， nm + は 3の倍数で， m9 も 3の倍数 

3の倍数どうしの和は 3の倍数になる。 

したがって，この 2けたの整数は 3の倍数になる。 

[解説] 

例えば， 651065056 +×=+=  十の位がm，一の位がnの 2ケタの整数は 

nmnm +=+× 1010 と表すことができる。 
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